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１．次の問いに答えなさい。

（１） を計算しなさい。

（２） を計算しなさい。

（３）次のデータは，ある都市の１年間の月別平均気温（単位は℃）です。

　　このデータの第１四分位数を求めなさい。

　　　　

（４） を計算しなさい。

（５） を因数分解しなさい。

２． さん， さん， さんの３人がさいころを１回ふり，最も大きな数を出し

　た人が１人だけのときは，その人の勝ちとし，それ以外のときは引き分けとする。

　このとき次の問いに答えなさい。

（１）３人とも同じ数が出る確率を求めなさい。

（２） さんと さんだけが同じ数字が出て引き分けになる確率を求めなさい。

（３）勝者が決まる確率を求めなさい。

３．放物線 と　直線 は，２点 で交わっている。

　また， 軸上に となるように 座標が である点 をとる。

　ただし，点 の 座標は点 の 座標より大きく，点 の 座標は点 の

　 座標より大きいとする。このとき次の問いに答えなさい。

（１）点 の座標を求めなさい。

（２）線分 の長さを求めなさい。

（３） の値を求めなさい。

（４）３点 を通る円の中心を とするとき， を中心とし，

　　線分 に接する円の面積を求めなさい。
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４．太郎さんと花子さんは，宿題「１辺の長さが の正四面体の体積を求めなさい」

　をしています。次の会話の中の　　　　に適当な文章や式，値を入れなさい。

太郎「正四面体の頂点を として，点 から底面 に垂線

　　を引いてその交点を としよう。」

花子「底面 の面積と高さ を求めたら体積が求まるね。」

太郎「△ と△ と△ は合同みたいだけど」

花子「直角三角形の合同の条件『　（１）　がそれぞれ等しい』が成り立つね。」

太郎「ということは， となり，△ は合同な３つの

　　△ と△ と△ に分けられて，点 から辺 に

　　垂線 を引くと の長さは　　（２）　　とわかるね。」

花子「これで高さ が　　（３）　　とわかるね。」

太郎「底面 の面積は，正三角形だから，同じように考えれば

　　　　（４）　　と求まるね。」

花子「これで正四面体の体積は　　（５）　　と求まるね。」

太郎「この宿題の発展問題を考えると，この正四面体に内接する球の半径も

　　　　（６）　　と求まるね。」

５． の二等辺三角形 があり，２点

　 を通る円を図のようにかいたら，辺 と点 で，辺 と点 で交わり，

　 となった。このとき次の問いに答えなさい。

（１） を を用いて表しなさい。

（２） を を用いて表しなさい。

（３） を を用いて表しなさい。

（４） 線分 の長さを求めなさい。

　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　

６．次のように 個の分数が並んでいる。このとき次の問いに答えなさい。

　　　 　　　，

（１）これらの分数の中で既約分数を取り出したとき，最初から数えて 番目

　　の数を求めなさい。

　　（既約分数とは分母と分子が１以外の正の公約数をもたない分数である。

　　　例　　 は と約分できるので既約分数ではない。）

（２）これら 個の分数の和を求めなさい。

（３）これら 個の分数のうち既約分数であるものすべての和を求めなさい。
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